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PRESS RELEASE    

                                令和7年（2025年）2月6日 

産学金連携コーディネーター認定証授与式 
記念セミナー・地域交流研修会を開催 

【本件のポイント】  
● 地域産業活性化に加えて、コロナ禍後に倒産が増加しないよう
に、金融機関の事業性目利き力の強化が求められている。 

● 山形大学は、金融機関職員を対象とした事業性の目利き力強化
のための研修を19年前から実施。現在では県内にとどまらず、
東京都、大分県においても実施。 

● 今年は、研修受講後一定の条件を満たした222名に対して産学
金連携コーディネーターの認定証を授与。 

●コロナ禍後の金融機関によるモニタリング機能の高度化の施策
に関する中小企業庁事業環境部金融課長による記念講演。 

【概要】 

山形大学は、令和6年度に実施した金融機関職員を対象とした事業性目利き研修を受講し、研修を活かした県
内企業に対する経営支援活動を実践したレポートを提出する等の一定の条件を満たした者に対して、「産学金連
携コーディネーター」の認定証を授与する。新規に今年度の研修を受講した者に加え、更新認定者、上位となる
シニアコーディネーター認定者を加えた222名に認定証が授与される。 
今年度の研修は、山形県、東京都、大分県で実施された。認定証授与式と併せて、各地域の受講者の代表が集

い、優良事例を発表する地域交流研修会も行う。 
記念講演として、中小企業庁事業環境部金融課長の野沢泰志氏を招き、金融機関によるモニタリング機能の高

度化の施策に関する説明を聞く。 

 
【背景】 
地域産業が活性化するには、金融機関が事業の将来性を適切に評価して資金を円滑に供給することが重要。昨年、
企業価値担保法制が国会を通過し、今年から施策が本格化する。また、資金提供後も当該企業の事業が順調に推移
しているかのモニタリングが倒産の防止等に寄与する。近時の倒産数増加の傾向に対して、金融機関のモニタリ
ング機能の高度化が国において検討されている。これらの時代的な要請に応えるため、事業性目利き力の重要性
がさらに高まっている。 
 

【日時・会場等】 
日時：令和７年2月14日 （金）13：00～17：30 
場所：山形テルサ３F研修室A 

 
【次第等】 

別紙のとおり 
 

 
 お問い合わせ  

山形大学認定 地域価値創生学研究ユニット 小野・鈴木・房間 
TEL   0238-26-3265（FAX兼），3031 メール gakukinpf@yz.Yamagata-u.ac.jp  



認定証授与（新規認定者・シニアコーディネーター・更新認定者） 山形大学長 玉手英利

講師略歴
2001年東京大学法学部卒業、経済産業省に入省。2007年コロンビア大学大学院修了（行政学）
経産省では、コンテンツ産業、半導体産業、ディープテック・スタートアップの支援などの幅広い産業政策に
携わる。2024年7月より現職。
2024年12月～「円滑な事業再生等に向けたモニタリングの高度化に関する研究会」を所管

2024年度 産学金連携プラットフォーム認定証授与式・地域交流研修会
日時：2025年2月14日 （金）
場所：山形テルサ ３F 研修室A

第一部：産学金連携コーディネーター認定証授与式（13：00～13：40）

第二部：記念講演（14：00～15：15）

第三部：地区交流会 優秀事例発表会（15：30～17：30）

「中小企業金融と事業性評価 ～コーディネータの皆様への期待～」
中小企業庁事業環境部金融課長 野沢泰志 氏

事例発表
①大分地区優秀事例（豊和銀行・大分信用金庫・大分県信用保証協会チーム）
②山形地区優秀事例（山形信用金庫・鶴岡信用金庫・山形第一信用組合チーム）
③東京荒川地区優秀事例（昭和物産株式会社 代表取締役社長 中神文明 氏）

申込・問合せ先： 産学金連携プラットフォーム事務局（山形大学認定 地域価値創生学研究ユニット）
鈴木・房間 0238-26-3265（FAX兼） gakukinpf@yz.Yamagata-u.ac.jp
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